
　

─
「
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア
」
の
開
催
状
況
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

関　

ベ
ト
ナ
ム
の
大
学
は
入
学
、
卒
業
の

時
期
が
日
本
と
異
な
る
こ
と
か
ら
、
5
月

と
11
月
に
学
生
の
就
職
熱
が
高
ま
り
ま
す
。

ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア
は
現
地
企
業
と
提
携
し
、
昨

年
11
月
と
今
年
5
月
に
ハ
ノ
イ
工
科
大
学
を

会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
11
月

4
、
5
日
に
同
じ
ハ
ノ
イ
工
科
大
学
で
3
度

目
の
フ
ェ
ア
を
開
催
す
る
予
定
で
目
下
、
出

展
企
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
人

学
生
の
日
本
企
業
に
対
す
る
就
職
熱
は
も
の

す
ご
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
県
内
の
企
業
に

も
そ
の
熱
気
を
肌
で
感
じ
て
ほ
し
い
。
ぜ
ひ

と
も
多
く
の
企
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
ね
。

　

西
川　

学
生
の
留
学
希
望
先
は
多
く
の
国

で
通
常
は
ア
メ
リ
カ
の
人
気
が
高
く
な
る
の

で
す
が
、
ベ
ト
ナ
ム
の
場
合
は
日
本
で
す
。

日
本
に
行
き
た
い
と
い
う
学
生
が
多
い
。
必

然
的
に
日
本
の
企
業
に
就
職
し
た
い
と
い
う

学
生
が
多
く
な
る
わ
け
で
す
。

　

関　

弊
社
で
も
昨
年
11
月
の
フ
ェ
ア
に
参

加
し
た
ハ
ノ
イ
工
科
大
学
出
身
の
男
子
１

人
、
女
子
１
人
を
採
用
し
、
９
月
に
入
社
し

ま
す
。
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
企
画
担
当

と
し
て
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

海
外
出
張
者
の
最
も
多
い
の
が
ベ
ト
ナ
ム
で

し
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
で
は
昨
年
か
ら
公
立
小
学
校
で

日
本
語
教
育
を
始
め
ま
し
た
。
高
校
や
大
学

で
日
本
語
を
教
え
て
い
る
国
は
多
い
が
、
小

学
校
か
ら
教
え
る
の
は
非
常
に
珍
し
い
。
そ

れ
ほ
ど
親
日
国
な
の
で
す
。
そ
う
し
た
ベ
ー

ス
の
上
に
３
年
前
の
茨
城
県
訪
問
団
の
Ｐ
Ｒ

が
功
を
奏
し
、
ベ
ト
ナ
ム
で
の
「
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｒ

Ａ
Ｋ
Ｉ
」
の
知
名
度
は
他
県
に
先
ん
じ
て
い

ま
す
。
牛
肉
な
ど
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
は

日
本
国
内
よ
り
も
高
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

下
妻
の
梨
が
今
夏
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
に
輸
出
さ

れ
て
お
り
、
現
地
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
席
巻
す
る

で
し
ょ
う
。
農
業
に
限
ら
ず
、
ほ
か
の
産
業

で
も
こ
う
し
た
茨
城
の
ブ
ラ
ン
ド
力
、
他
県

に
先
ん
じ
た
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
生
か
さ
な

い
手
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

刺
激
を
受
け
た
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
が
偶
然
重
な
り
、
と
ん
と
ん
拍
子
で
進
ん

だ
と
い
う
感
じ
で
す
。
人
材
交
流
や
海
外
進

出
な
ど
で
地
域
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
ま

す
ま
す
進
む
と
思
い
ま
す
。
駐
在
員
事
務
所

は
ベ
ト
ナ
ム
で
の
事
業
展
開
の
拠
点
と
し

て
、
ま
た
社
員
ら
が
異
文
化
や
多
様
な
価
値

観
に
触
れ
る
場
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

─
西
川
所
長
は
２
０
０
９
～
14
年
に
駐
在

し
、
ベ
ト
ナ
ム
事
情
に
精
通
し
て
い
る
わ
け

で
す
が
、
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
の
活
気
、
熱
気

を
ど
の
よ
う
に
お
感
じ
に
な
っ
て
い
ま
す

か
。

　

西
川　

ベ
ト
ナ
ム
に
は
現
在
、
約
2
千
社

の
日
本
企
業
が
進
出
し
て
い
ま
す
。
ジ
ェ
ト

ロ
は
世
界
各
地
に
事
務
所
を
置
い
て
い
ま
す

が
、
私
が
駐
在
し
て
い
た
当
時
、
日
本
人
の

　

─
昨
年
７
月
に
ハ
ノ
イ
駐
在
員
事
務
所
を

開
設
し
ま
し
た
が
、
開
設
に
は
ど
う
い
っ
た

狙
い
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

関　

き
っ
か
け
は
２
０
１
４
年
10
月
、
橋

本
昌
知
事
を
団
長
と
す
る
茨
城
県
ベ
ト
ナ
ム

訪
問
団
（
総
勢
１
０
６
人
）
に
西
川
所
長
と

共
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。

ベ
ト
ナ
ム
の
熱
気
、
活
気
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
弊
社
の
事
業
は
国

内
の
み
で
展
開
し
て
い
た
の
で
す
が
、
帰
国

し
て
社
員
た
ち
に
は
「
既
成
概
念
に
と
ら
わ

れ
な
い
取
り
組
み
」
を
指
示
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
何
度
か
東
南
ア
ジ
ア
へ
出
向
い
た
社

員
ら
が
「
人
材
事
業
に
ニ
ー
ズ
が
あ
る
」
と

い
う
感
触
を
つ
か
ん
だ
の
で
す
。

　

駐
在
員
事
務
所
の
開
設
に
当
た
っ
て
は
、

ジ
ェ
ト
ロ
さ
ん
の
「
２
０
１
５
年
度
サ
ー
ビ

ス
産
業
個
別
企
業
支
援
事
業
」
に
採
択
さ
れ
、

レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
の
提
供
や
現
地
商
工
会

の
紹
介
、
各
種
手
続
き
な
ど
で
手
厚
い
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
西
川
所
長
に
は
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
事
務
所
の

開
設
地
選
定
な
ど
に
つ
い
て
は
常
陽
銀
行
市

場
国
際
部
さ
ん
か
ら
も
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

橋
本
知
事
の
訪
問
団
に
加
わ
っ
た
こ
と
、

西
川
所
長
に
出
会
え
た
こ
と
、
ま
た
、
弊
社

の
一
番
の
取
引
先
で
あ
る
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル

ギ
ー
さ
ん
が
当
時
ベ
ト
ナ
ム
に
大
き
な
投
資

を
し
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
県
庁
国
際
課

さ
ん
と
共
に
座
長
と
し
て
「
い
ば
ら
き
グ

ロ
ー
バ
ル
化
推
進
計
画
」
策
定
に
関
わ
り
、

　

─
日
本
・
ベ
ト
ナ
ム
両
政
府
が
設
立
し
た

日
越
大
学
（
ハ
ノ
イ
）
と
関
彰
商
事
が
今
年

２
月
締
結
し
た
協
定
の
内
容
に
つ
い
て
も
お

教
え
く
だ
さ
い
。

　

関　

日
越
大
学
は
「
ベ
ト
ナ
ム
人
学
生
が

ベ
ト
ナ
ム
に
い
な
が
ら
に
し
て
日
本
に
留
学

で
き
る
」
と
さ
れ
る
大
学
で
す
。
協
定
は
両

国
の
歴
史
や
教
育
文
化
を
尊
重
し
な
が
ら
発

展
を
創
出
し
て
い
く
こ
と
が
目
的
で
、
具
体

的
に
は
弊
社
か
ら
優
秀
な
学
生
に
奨
学
金
を

支
給
し
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
受
け
入
れ

る
こ
と
が
一
つ
。
も
う
一
つ
は
、
弊
社
の
社

員
に
対
し
大
学
側
か
ら
教
育
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
し
て
も
ら
う
こ
と
。
近
く
、
社
員

を
駐
在
員
事
務
所
に
派
遣
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
受
け
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

─
本
県
と
ベ
ト
ナ
ム
の
経
済
交
流
に
と
っ

て
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア
や
日
越
大
学
と
の
協
定
の

意
義
を
ど
う
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　

西
川　

今
後
、
両
国
間
、
あ
る
い
は
地
域

間
の
経
済
交
流
の
広
が
り
と
深
化
に
と
っ
て

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
な
る
の
が
人
材
不
足
で

す
。
こ
れ
を
い
か
に
解
消
す
る
か
、
特
に
優

秀
な
ベ
ト
ナ
ム
人
を
ど
う
確
保
す
る
か
が
大

き
な
課
題
で
す
。

　

私
の
経
験
則
か
ら
申
し
上
げ
れ
ば
、
ベ
ト

ナ
ム
に
進
出
し
た
日
本
企
業
の
中
で
成
功
し

て
い
る
の
は
皆
、
優
秀
な
人
材
を
確
保
し
、

し
か
も
技
術
や
実
務
ば
か
り
で
な
く
、
企
業

哲
学
や
企
業
精
神
な
ど
に
つ
い
て
も
し
っ
か

り
と
教
え
込
み
、
現
地
の
責
任
者
な
ど
と
し

て
活
用
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
意
味
で
も
、

関
彰
商
事
が
自
ら
優
秀
な
ベ
ト
ナ
ム
人
を
採

用
し
、
さ
ら
に
、
県
内
企
業
に
優
秀
な
人
材

を
紹
介
す
る
事
業
に
い
ち
早
く
乗
り
出
し
た

の
は
ま
さ
に
、
先
見
の
明
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

─
ベ
ト
ナ
ム
で
の
事
業
展
開
の
将
来
像
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

関　

こ
れ
ま
で
弊
社
が
培
っ
て
き
た
こ
と

が
国
内
だ
け
で
は
な
く
、
ベ
ト
ナ
ム
で
も
通

用
す
る
か
試
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
弊
社
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
一
つ
の
部
門
だ
け
で
完

結
で
き
る
と
い
う
仕
事
は
な
い
。
自
動
車
部

門
が
ハ
ノ
イ
で
何
が
で
き
る
か
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
部
門
が
ベ
ト
ナ
ム
で
ど
ん
な
こ
と
が
で

き
る
か
、
企
業
と
し
て
の
視
野
を
広
げ
て
い

き
た
い
。

　

─
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
進
出
は
大
手
の
み
な
ら

ず
、
中
小
企
業
に
も
及
ん
で
お
り
、
進
出
先

は
ハ
ノ
イ
や
ホ
ー
チ
ミ
ン
な
ど
大
都
市
ば
か

り
で
な
く
地
方
に
も
広
が
っ
て
い
る
よ
う
で

す
ね
。

　

西
川　

ベ
ト
ナ
ム
駐
在
当
初
は
中
堅
以
上

の
企
業
に
製
造
拠
点
と
な
る
工
業
団
地
を
紹

介
す
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
次
第
に
進
出
企
業
の
業
種
が
製
造
業
か

ら
サ
ー
ビ
ス
業
に
シ
フ
ト
し
、
日
本
食
レ
ス

ト
ラ
ン
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
方
々
が
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
企
業
規
模
も
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
小
規
模
の
方
が
多
い
。
経
済
が
発

展
す
れ
ば
、
現
地
で
の
人
件
費
も
高
く
な

り
、
そ
う
し
た
こ
と
が
大
都
市
か
ら
地
方
へ

と
い
う
流
れ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
掘
り
起
こ
せ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

─
ベ
ト
ナ
ム
進
出
が
関
彰
商
事
に
及
ぼ
す

可
能
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す

か
。

　

関　

ベ
ト
ナ
ム
へ
の
進
出
は
弊
社
に
と
っ

て
海
外
展
開
の
第
一
号
で
す
。
８
月
14
日
に

現
地
法
人
を
設
立
し
ま
し
た
。
今
後
事
業
を

本
格
化
さ
せ
ま
す
。
社
内
を
見
渡
す
と
、
自

分
が
携
わ
っ
て
い
る
部
門
以
外
に
あ
ま
り
関

心
を
持
た
な
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
閉
塞
感
に
風
穴
を
開
け
、
異
文
化
に
触
れ
、

多
様
な
価
値
観
を
理
解
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
・
部
門
に
関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
そ
こ

か
ら
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
議
論
し
合
っ

て
新
た
な
事
業
を
創
出
し
、
あ
る
い
は
既
存

事
業
の
質
を
高
め
た
い
で
す
。

　

世
界
は
広
い
。
ベ
ト
ナ
ム
に
こ
だ
わ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
縁
が
重
な
り
多
く

の
方
の
お
力
添
え
が
あ
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
に

進
出
で
き
ま
し
た
。
こ
の
第
一
歩
の
意
味
を

全
社
一
丸
と
な
っ
て
考
え
、
組
織
に
新
風
を

吹
き
込
み
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、
セ

キ
シ
ョ
ウ
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
呼
び
起
こ
す
こ
と

に
つ
な
が
れ
ば
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

関彰商事ハノイ駐在員事務所開設から１年　

日越経済交流の懸け橋築く
ジェトロ茨城
西川壮太郎所長

関彰商事
関　正樹社長

対談 ベトナム進出の意義と可能性

　関彰商事が成長著しいベトナムにハ

ノイ駐在員事務所を開設して１年が経

過した。この間、セキショウグループ

で人材派遣や教育事業、就職支援事業

を担うセキショウキャリアプラスがベ

トナム人学生と県内企業のマッチング

を図る「ジョブフェア」（ＳＥＫＩＳ

ＨＯ ＪＯＢ ＦＡＩＲ）を現地企業と

提携して開催。さらに現地大学と協定

を締結するなど、茨城─ベトナム経済

交流の懸け橋となる事業に乗り出し

た。交流の広まり、深まりが今後も予

想される中、同社の関正樹社長と企業

の海外進出を後押ししている日本貿易

振興機構（ジェトロ）茨城貿易情報セ

ンターの西川壮太郎所長に、こうした

取り組みの意義や今後の可能性につい

て語り合ってもらった。

　（聞き手・渡辺勝茨城新聞社筑西支

社長）

企
画
・
制
作
　
茨
城
新
聞
社
営
業
局

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

㊤
ベ
ト
ナ
ム
人
学
生
ら
で
に
ぎ
わ
う
セ
キ
シ
ョ

ウ
・
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア
㊦
ベ
ト
ナ
ム
人
学
生
に
会

社
説
明
を
す
る
日
本
企
業
＝
２
０
１
６
年
11

月
、
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
工
科
大
学

協
定
覚
書
を
取
り
交
わ
し
た
関
彰
商
事
の
関
正

樹
社
長
（
中
央
左
）
と
日
越
大
学
の
古
田
元
夫

学
長
（
同
右
）
＝
２
０
１
７
年
2
月
、
ベ
ト
ナ

ム
・
ハ
ノ
イ

下 館 本 社
つくば本社

　セキショウキャリアプラス（つくば市東新井、関太士
社長）は１１月４、５両日、ベトナム・ハノイの国立ハノイ
工科大で、ベトナム人学生を対象とした日本企業の合
同企業説明・面接会「セキショウジョブフェア」を現地
企業と提携し開催する。日本企業が優秀なベトナム人
学生を獲得するチャンスを提供する。
　同フェアは、日本企業で就労を希望するベトナム人
学生と企業をマッチングするとともに、企業の人材不
足解消や同国での事業展開を後押ししようと昨年初
めて開催。同大や近隣大学から延べ６９０人の学生

が参加し、参加企業の採用予定人数に対する内定
率は８６％に上った。今年のジョブフェアも企業説明会
と面接会を２日間にわたって開き、採用・内定に直結
できるよう支援する。
　出展料は、会場利用や学生への広報、資料の翻
訳などで３０万円（税抜き）。専属通訳などのオプション
もある。募集企業は最大20社を予定している。問い合
わせは同社☎０２９（８６０）５０８０。
　これまでのジョブフェアに出展した企業からは、ベト
ナムの優秀な人材に接触する貴重な機会になったと

評価する声が聞かれた。
　地盤コンサルタント業、アルク（水戸市）の神山健さ
んは「面接には１００人近く集まり、会社説明も反応が
良かった」と振り返る。２人を採用、うち１人が日本に渡
る準備を終え、近く働き始める予定という。
　資源循環管理システム開発のエジソン（つくば市）
の人事担当、波多野崇さんは「ベトナム人学生からは
日本で働きたいという大きな熱量を感じた。また現地で
面接も同時に行うことができ、効率が良かった」と感想
を述べた。多数の応募の中から２人を採用予定者とし

ベトナムで合同企業説明・面接会  11月4､5日

て現在検討を進めているという。
　常陽銀行は「取引先の海外での事業展開の支援
を推進しており、ベトナムも対象国の一つのため、今後
の支援業務の可能性を図るため出展した。今回は採
用には至っていないが、外国人材の採用は引き続き
検討していく」としている。 
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